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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

取付具と前記取付具に備えられた発光体とを有する蛍光体マーカー付設具と、前記発光体

に第一の近赤外線を照射する励起参照光源と、励起された前記発光体が蛍光として発光す

る第二の近赤外線を撮影するカメラと、前記カメラの撮影像を表示する画像モニタと、前

記撮影像を格納する画像メモリと、これらの動作を制御する制御器と、前記制御器に指示

をする操作指示手段とを備え、蛍光体マーカー付設具は、手術具に手術前には予め取り付

けられて使用されるものであり、前記蛍光体マーカー付設具以外を一つの筐体に一体構成

し、前記筐体には、使用時に手で握るための握り部を備えたことを特徴とする手術具の体

内残置検出装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

本発明は、手術時には使用するが、手術後は体内に残置してはいけない手術具の確認の為

に手術具に付ける蛍光体マーカー付設具を使用した手術具の体内残置検出装置に関するも

のである。

【背景技術】

【０００２】

メスや、鉗子、ハサミ、がーゼなど手術に使用して体内に持ちこむ手術具は、色々あるが
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、 ま れ に 、 こ れ ら の 手 術 具 が 体 内 に 残 置 さ れ 、 後 で 事 故 と し て 発 覚 し て い る 。

こ れ を 防 止 す る た め 、 手 術 縫 合 後 に 、 ｘ 線 撮 影 で 確 認 す る こ と も 可 能 だ が 、 １ 件 ご と 確 認

す る こ と は 行 わ れ て は い な い 。 ｘ 線 装 置 は 被 爆 す る 可 能 性 が あ る た め 、 余 り 使 い た く な い

。 こ の よ う な 背 景 の 中 で 、 体 内 残 置 を 検 出 す る た め の 提 案 と し て 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献

２ に 見 る よ う に 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ と Ｔ Ａ Ｇ リ ー ダ ー を 用 い た も の が あ る 。 Ｔ Ａ Ｇ を 手 術 具

に 取 り 付 け る が 、 Ｔ Ａ Ｇ が 大 き い の で 邪 魔 に な る こ と と 、 体 内 に 入 っ て し ま う と 、 Ｔ Ａ Ｇ

リ ー ダ ー で 信 号 を 読 み に く い 欠 点 が あ る 。 ま た 、 従 来 の ｘ 線 装 置 よ り 、 小 型 軽 量 な ｘ 線 装

置 も 開 発 さ れ て い る が 、 手 術 現 場 で 何 度 も こ れ を 使 う 医 師 や 看 護 士 に は 、 ｘ 線 被 ば く の 蓄

積 の 恐 れ が あ り 、 で き れ ば 使 用 し た く な い 状 況 に あ る 。

こ の よ う な 中 で 、 ｘ 線 装 置 や Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ を 使 用 す る こ と な く 、 残 置 を 検 出 す る こ と が

要 望 さ れ て い た 。 そ し て 、 手 術 具 の 加 工 や そ の 後 の 扱 い に お い て 、 簡 便 で あ り 、 も っ と も

望 ま れ る こ と は 、 現 状 の 手 術 具 を そ の ま ま 手 を 加 え る こ と な く 使 用 で き る 対 策 が 望 ま れ て

い た 。 最 後 の 目 標 に 対 し て は 、 ｘ 線 が 合 致 す る が 、 放 射 線 被 ば く の 問 題 で 望 ま し く な い 。

ｘ 線 の 場 合 は 、 透 過 ｘ 線 を 受 け て 撮 像 す る た め 、 余 り 弱 い 強 度 の ｘ 線 で は 体 内 を 透 過 し て

こ な い 。 こ の た め 、 ｘ 線 の 強 度 を 小 さ く す る に は 限 界 が あ る 。

近 年 、 ｘ 線 に 代 わ っ て 、 人 体 透 過 性 の よ い 近 赤 外 線 を 利 用 す る 試 み が 盛 ん で あ る 。

例 え ば 、 特 許 文 献 ３ で は 、 患 者 の 体 内 で の 位 置 を 確 認 し た い 医 療 具 に 適 用 す る も の で あ る

。

即 ち 、 ス テ ン ト 、 カ テ ー テ ル チ ュ ー ブ 、 イ ン プ ラ ン ト や 注 射 針 な ど の 医 療 具 の 手 術 中 の 詳

細 な 体 内 で の 各 部 の 位 置 を 確 認 す る た め 、 こ れ ら の 医 療 具 に 近 赤 外 蛍 光 剤 を 塗 布 又 は 練 り

こ み 、 近 赤 外 線 の 励 起 光 で 励 起 し て 、 近 赤 外 蛍 光 を 発 光 さ せ 、 こ れ を 各 医 療 具 の 像 を カ メ

ラ で 見 な が ら 、 施 術 す る シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。 当 然 、 医 療 具 の 詳 細 な 形 状 の 像 が 欲

し い た め 、 医 療 具 の 全 体 ま た は 、 必 要 な 特 定 の 局 所 に は 近 赤 外 蛍 光 剤 を 塗 布 又 は 練 り こ ま

れ な く て な ら な い 。 し か も 、 医 療 具 全 体 に 近 赤 外 蛍 光 剤 を 施 す こ と は 、 医 療 具 の 製 造 時 に

施 す こ と が 必 要 で あ り 、 又 、 特 定 の 局 所 に 施 す こ と は 、 容 易 な こ と で は な い 。

ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 、 カ テ ー テ ル に 光 フ ァ イ バ ー を 挿 入 し て 、 カ テ ー テ ル 先 端 を 光 ら せ

て 、 カ テ ー テ ル 先 端 の 位 置 を 特 定 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 施 術 時 に 体 内

で の 医 療 具 の 位 置 を 特 定 す る 技 術 に は 注 目 が な さ れ て き た 。

然 し な が ら 、 こ の よ う な 応 用 が あ る 一 方 で 、 手 術 後 は 体 内 に 残 置 し て は い け な い 手 術 具 の

確 認 の 為 に は 、 手 術 具 の 形 状 の 確 認 は 必 要 で は な く 、 形 状 や 特 定 の 局 所 と は 無 関 係 に 、 存

在 （ 残 置 ） を 確 認 す る た め の 形 状 は 自 由 な 形 状 （ 医 療 具 の 形 状 と は 無 関 係 で よ い ） の マ ー

カ ー で よ く 、 つ い て い れ ば ど こ に 付 い て い て も よ い 。 医 療 具 の 任 意 の 場 所 に 、 ど の 形 状 の

マ ー カ ー を 施 し て よ い の で 、 現 在 あ る 医 療 具 （ 手 術 具 ） に 後 付 け で も 可 能 な の で あ る 。

体 内 残 置 の た め の 対 応 で は 、 す で に 存 在 し て い る 医 療 具 を 無 駄 に す る こ と な く 、 或 い は 、

新 た に 作 る 医 療 具 の 製 造 に も 新 た な 製 造 負 荷 に な ら ず に 、 近 赤 外 蛍 光 体 の み を 施 す こ と 、

し か も 、 任 意 の 場 所 に 任 意 の 形 状 の マ ー カ ー を 配 置 可 能 で あ る こ と は 、 極 め て 重 要 な こ と

で あ る 。 こ の よ う な 観 点 に 立 っ た 時 に 、 こ の よ う な も の に 対 す る 提 案 は 見 い だ せ て い な い

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ８ ０ ４ ４ ５

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ２ ８ ０ ３

【 特 許 文 献 ３ 】 Ｗ Ｏ 　 ２ ０ １ ２ ０ ７ ３ ７ ７ ４ Ａ １

【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 ２ ０ １ ０ － ５ ２ ８ ８ １ ８

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

以 上 の よ う な 従 来 例 の 欠 点 を 克 服 し て 、 人 体 に 悪 影 響 が な く 、 か つ 、 手 術 具 に 付 け て そ の

ま ま 使 用 で き る 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 を 使 用 し た 手 術 具 の 体 内 残 置 検 出 装 置 を 提 供 す る こ
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と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 に か か る 手 術 具 に 付 け る 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 を 使 用 し た 手 術 具 の 体 内 残 置 検 出 装

置 は 、 手 術 具 に そ の ま ま 取 り 付 け る こ と が 可 能 な 取 付 具 に 近 赤 外 線 蛍 光 体 を 備 え た 蛍 光 体

マ ー カ ー 付 設 具 と 近 赤 外 線 励 起 参 照 光 源 と 励 起 さ れ て 蛍 光 体 が 発 す る 蛍 光 を 撮 影 す る カ メ

ラ と そ の 画 像 を 表 示 す る 画 像 モ ニ タ と で 構 成 す る 残 置 検 出 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 手 術 具 の 体 内 残 置 検 出 装 置 で あ っ て 、

取 付 具 と 前 記 取 付 具 に 備 え ら れ た 発 光 体 と を 有 す る 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 と 、 前 記 発 光 体

に 第 一 の 近 赤 外 線 を 照 射 す る 励 起 参 照 光 源 と 、 励 起 さ れ た 前 記 発 光 体 が 蛍 光 と し て 発 光 す

る 第 二 の 近 赤 外 線 を 撮 影 す る カ メ ラ と 、 前 記 カ メ ラ の 撮 影 像 を 表 示 す る 画 像 モ ニ タ と 、 前

記 撮 影 像 を 格 納 す る 画 像 メ モ リ と 、 こ れ ら の 動 作 を 制 御 す る 制 御 器 と 、 前 記 制 御 器 に 指 示

を す る 操 作 指 示 手 段 と を 備 え 、 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 は 、 手 術 具 に 手 術 前 に は 予 め 取 り 付

け ら れ て 使 用 さ れ る も の で あ り 、 前 記 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 以 外 を 一 つ の 筐 体 に 一 体 構 成

し 、 前 記 筐 体 に は 、 使 用 時 に 手 で 握 る た め の 握 り 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 に よ れ ば 、 手 術 具 は そ の ま ま 使 用 で き 、 又 新 し く

手 術 具 を 作 る 場 合 も 、 そ の 製 造 工 程 へ の 影 響 も な い の で 安 価 な 対 応 に な り 、 人 体 へ の 影 響

も な く 、 手 術 具 の 体 内 残 置 を 検 出 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 残 置 検 出 装 置 の 構 成 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 残 置 検 出 装 置 の ハ ン デ ィ ー 形 状 の も の の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 と こ れ を 手 術 具 に 付 設 す る 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

本 発 明 に か か る 手 術 具 に 付 け る 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 を 使 用 し た 手 術 具 の 体 内 残 置 検 出 装

置 に つ い て 以 下 図 に 沿 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

図 １ は 、 本 発 明 の 手 術 具 の 体 内 残 置 検 出 装 置 の 構 成 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

ハ サ ミ 、 鉗 子 、 メ ス 、 ガ ー ゼ な ど の 手 術 時 に 使 わ れ る 手 術 具 １ １ ０ に 付 設 す る 蛍 光 体 マ ー

カ ー 付 設 具 １ ２ ０ と 蛍 光 体 １ ２ １ を 励 起 す る 励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ と 、 励 起 さ れ て 蛍 光 体 マ

ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ か ら 発 す る 蛍 光 を 撮 影 す る カ メ ラ １ ４ ０ と 、 撮 影 し た 画 像 を 表 示 す る

画 像 モ ニ タ １ ５ ０ を 備 え て い る 。 尚 、 カ メ ラ １ ４ ０ で 撮 影 し た 画 像 の デ ー タ は 画 像 メ モ リ

１ ４ ２ に 格 納 さ れ る 。 蛍 光 の 撮 影 に は 、 蛍 光 の 特 定 の 波 長 の 光 の み 撮 影 し 、 蛍 光 を 通 過 さ

せ 、 可 視 光 な ど や 参 照 光 源 の 励 起 光 を カ ッ ト す る た め の フ ィ ル タ １ ４ １ を 通 過 さ せ る こ と

が 行 わ れ る 。 制 御 器 １ ６ ０ は 、 こ れ ら の 動 作 を 制 御 し て い る 。 励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ と カ メ

ラ １ ４ ０ と 画 像 モ ニ タ １ ５ ０ 、 制 御 器 １ ６ ０ は 、 一 体 に 設 け る こ と が 好 ま し い 。 尚 、 蛍 光

体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ は 、 手 術 具 に 取 り 付 け る た め の 取 付 具 １ ２ ２ と こ れ に 備 え た 蛍 光

体 １ ２ １ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ と 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ の 蛍 光 体 １ ２ １ に つ い て 、 使 用 で き る

も の を 述 べ る 。 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ に は 、 蛍 光 体 １ ２ １ が 存 在 し て い て 、 蛍 光 体

１ ２ １ に 励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ で あ る 第 一 の 近 赤 外 光 （ 波 長 λ １ ） を 当 て る と 、 蛍 光 体 １ ２

１ は 、 励 起 さ れ て 第 二 の 近 赤 外 光 （ 波 長 λ ２ ） を 蛍 光 と し て 発 光 す る 。

そ の よ う な 例 の 蛍 光 体 １ ２ １ は 、 沢 山 報 告 さ れ て い る の で 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の 例

10

20

30

40

50



(4) JP  6644254  B2  2020.2.12

を 挙 げ る と 、 第 一 及 び 第 二 の 近 赤 外 光 の 波 長 λ １ 、 λ ２ は 、 波 長 ６ ５ ０ ～ １ ５ ０ ０ nmが 主

な る 範 囲 と し て 適 当 で あ る 。 こ の 範 囲 の 近 赤 外 光 は 、 「 生 体 の 光 の 窓 」 な い し は 、 「 第 二

の 生 体 の 光 の 窓 」 と も 言 わ れ て い て 、 生 体 組 織 の 構 成 物 質 に よ る 吸 収 ・ 散 乱 な ど の 妨 害 を

比 較 的 受 け ず に 高 い 透 過 性 を 有 す る 。 そ の た め 、 生 体 内 の 奥 に お い て 発 光 し て い て も 、 外

か ら 検 出 で き る 利 点 が あ り 、 か つ 、 放 射 線 被 ば く の 危 険 も な い 極 め て 、 体 内 残 置 検 出 に 適

し た 光 で あ る 。 現 在 で は 、 こ れ ら の 近 赤 外 蛍 光 体 は 、 生 体 内 に 導 入 さ れ 、 生 体 内 の 臓 器 で

病 巣 の 観 察 に 用 い ら れ 、 研 究 も 盛 ん で あ る 。

体 内 残 置 検 出 に 使 用 で き る 近 赤 外 蛍 光 体 と 波 長 λ １ 、 λ ２ の 例 を 挙 げ る と 、 以 下 の よ う な

も の が あ る 。 近 赤 外 蛍 光 体 名 （ λ １ nm： λ ２ nm） の 形 で 示 す と 、

１ ） イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン Ｉ Ｃ Ｇ （ ７ ６ ０ ～ ７ ８ ０ ： ８ ０ ０ ～ ８ ５ ０ ）

２ ） ロ ー ダ ミ ン （ ６ ５ ０ ： ７ ０ ０ ）

な ど が あ り 、 他 に 、 Ｙ ２ Ｏ ３ ： Ｅ ｒ
３ ＋

， Ｙ ｂ
３ ＋

や 、 Ｐ ｂ Ｓ 、 Ｐ ｂ Ｓ ｅ 、 Ａ ｇ ２ Ｓ や 、

蛍 光 量 子 ド ッ ト と 呼 ば れ る も の 、 Ｃ ｌ ｏ ｎ ｔ ｅ ｃ ｈ 社 の Ｃ ｕ Ｓ ｉ Ｒ － １ な ど が あ る 。

イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン は 、 生 体 の 病 巣 の 検 出 の 為 に は よ く 知 ら れ た 素 材 で 手 に 入 れ や す

い 。 尚 、 生 体 イ メ ー ジ に 使 う 蛍 光 体 と し て は 、 血 液 に 溶 け て 循 環 し 、 病 巣 に 取 り つ く こ と

が 必 須 な の で 、 水 溶 性 で あ る こ と が 要 求 さ れ る が 、 体 内 残 置 検 出 に 使 う 場 合 は 、 血 液 に 溶

け る 必 要 は な く 、 む し ろ 溶 け な い ほ う が よ い の で 、 必 ず し も 水 溶 性 は 重 要 で は な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

カ メ ラ １ ４ ０ と し て は 、 近 赤 外 好 感 度 白 黒 Ｃ Ｃ Ｄ セ ン サ ー と し て 、 三 洋 半 導 体 （ 株 ） の 製

品 が 市 販 さ れ て い る の で 使 用 で き る 。 こ こ に は 、 フ ィ ル タ １ ４ １ が 入 っ て い る が 、 フ ィ ル

タ １ ４ １ の み で は 、 一 例 と し て 、 登 録 商 標 Ｓ ｅ ｍ ｒ ｏ ｃ ｋ と し て 株 式 会 社 オ プ ト ラ イ ン か

ら 市 販 さ れ て い る 。

画 像 モ ニ タ １ ５ ０ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器 な ど が 現 行 表 示 器 と し て 市 販 の も の が 使 用 で き る 。

尚 、 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ は 、 図 示 の よ う に 手 術 具 １ １ ０ の 任 意 の 場 所 に 取 り 付 け

ら れ る 。 残 置 し て 光 っ て い る こ と を 検 出 で き れ ば よ い か ら で あ る 。 こ の 図 の 例 で は 、 三 角

形 の 部 分 が 蛍 光 体 部 分 で あ る 。 残 置 し て い れ ば 、 体 表 面 か ら 撮 影 し た と き に 画 像 モ ニ タ １

５ ０ に 蛍 光 を 発 し た 三 角 の 形 状 が 映 る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

図 ２ は 、 本 発 明 の 残 置 検 出 装 置 の ハ ン デ ィ ー 形 状 の も の の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ は 、 手 術 具 に 付 設 す る の で 、 示 さ れ て い な い 。

手 術 後 に 体 内 残 置 を 容 易 に 確 認 す る た め に 、 手 に 持 っ て 検 出 動 作 が で き る よ う に ハ ン デ ィ

ー に 小 型 一 体 化 さ れ て い る 。 残 置 検 出 装 置 の 筐 体 １ ７ ０ Ａ に は 、 カ メ ラ １ ４ ０ と 励 起 参 照

光 源 １ ３ ０ 、 フ ィ ル タ １ ４ １ 、 画 像 メ モ リ １ ４ ２ 、 画 像 モ ニ タ １ ５ ０ Ａ 、 制 御 器 １ ６ ０ 、

更 に 望 ま し く は 、 通 信 機 １ ８ ０ Ａ も 収 納 さ れ て い る 。 筐 体 １ ７ ０ Ａ の 一 端 は 、 手 に 持 つ た

め の 握 り 部 １ ７ ０ Ｂ に な っ て い る と 使 い や す い 。 ま た 、 筐 体 の 表 面 に は 、 操 作 ス イ ッ チ ２

０ ０ 等 の 操 作 指 示 手 段 が 備 え て あ り 、 ス イ ッ チ を 押 し て か ら 、 人 体 上 の 必 要 箇 所 を ゆ っ く

り 移 動 す れ ば 、 励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ か ら 第 一 の 近 赤 外 線 （ λ １ ） が 励 起 光 と し て 発 せ ら れ

て 、 人 体 に 透 過 し 、 手 術 具 の 体 内 残 置 が あ れ ば 、 手 術 具 に 取 り 付 け ら れ た 蛍 光 体 マ ー カ ー

付 設 具 １ ２ ０ 上 の 蛍 光 体 １ ２ １ が 励 起 さ れ て 、 第 二 の 近 赤 外 線 （ λ ２ ） が 蛍 光 と し て 発 光

さ れ る 。 こ の 蛍 光 は 、 カ メ ラ を 介 し て 、 画 像 モ ニ タ １ ５ ０ Ａ に 表 示 さ れ る 。 同 時 に 、 通 信

機 １ ８ ０ Ａ 、 １ ８ ０ Ｂ を 通 じ て 、 他 の 外 部 画 像 モ ニ タ １ ５ ０ Ｂ に も 表 示 さ れ る と 、 術 者 以

外 の 関 係 者 も 確 認 で き る の で 都 合 が よ い 。 ま た 、 目 で 画 像 モ ニ タ １ ５ ０ Ａ を 確 認 す る だ け

で な く 、 残 置 物 が あ る な ど 不 審 な 場 合 は 、 ス ピ ー カ ２ １ ０ か ら 注 意 音 を 発 す る よ う に す る

と 便 利 で あ る 。 こ の よ う に 、 一 体 化 し て ハ ン デ ィ ー 形 状 に な っ た 残 置 検 出 装 置 は 残 置 検 出

と し て 利 用 す る に は 好 都 合 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

図 ３ は 、 本 発 明 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 と こ れ を 手 術 具 に 付 設 す る 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で

あ る 。

３ － Ａ に お い て は 、 手 術 具 １ １ ０ と し て の 鉗 子 ３ ０ １ に リ ン グ 状 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具

１ ２ ０ を 取 り 付 け た 例 で あ る 。 取 付 け 部 は 任 意 で あ る 。
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３ － Ｂ で は 、 手 術 具 １ １ ０ と し て の ガ ー ゼ ３ ０ ２ に 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ を 取 り 付

け た 例 で あ る 。 取 付 け 部 は 任 意 で あ る 。

両 者 と も 使 用 上 邪 魔 に な ら な い と こ ろ に 取 り 付 け る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

図 ４ は 、 本 発 明 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

４ － Ａ で は 、 パ イ プ （ 環 体 ） 状 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ る 。 手 術 具 に 巻 く か 通

す こ と で 使 わ れ る 。

４ － Ｂ で は 、 蛍 光 体 が 星 形 に つ い た 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ る 。

４ － Ｃ で は 、 リ ン グ 体 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ る 。 蛍 光 体 は 一 部 で も よ い 。 手

術 具 に 巻 く か 通 す こ と で 使 わ れ る 。

４ － Ｄ で は 、 シ ー ト 体 ま た は ラ ベ ル 体 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ る 。 手 術 具 に 巻

く か 貼 り 付 け る こ と で 使 わ れ る 。

４ － Ｅ で は 、 近 赤 外 光 を 透 過 し 、 水 や 血 液 に 影 響 さ れ な い 保 護 膜 ４ ０ １ に 蛍 光 体 ４ ０ ２ が

カ バ ー さ れ た 構 造 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ る 。 手 術 具 に 巻 く か 貼 り 付 け る こ と

で 使 わ れ る 。

４ － Ｆ で は 、 ４ － Ｄ の 中 で 、 蛍 光 体 ４ ０ ２ が 一 部 に あ る 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ で あ

る 。 手 術 具 に 巻 く か 貼 り 付 け る こ と で 使 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

尚 、 蛍 光 体 １ ２ １ 、 ４ ０ ２ の 取 付 具 １ ２ ２ へ の 取 付 け に お い て は 、 残 置 状 態 に よ ら ず 、 手

術 具 の 陰 に な ら ず に 蛍 光 が 体 外 に 出 て く る よ う に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 取 付 具

１ ２ １ は 、 第 一 の 近 赤 外 線 、 第 二 の 近 赤 外 線 を 透 過 す る 材 質 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

以 上 の よ う に 、 近 赤 外 蛍 光 体 を 備 え た 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ を 取 り 付 け た 手 術 具 を

使 用 し て 手 術 を 行 い 、 術 後 に 手 術 部 位 に 励 起 参 照 光 源 １ ３ ０ を 照 射 し て 、 残 置 さ れ た 手 術

具 の 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ の 発 光 部 位 の 発 光 を カ メ ラ で 撮 像 し 、 画 像 表 示 す る こ と

で 、 発 光 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 手 術 具 の 存 在 が あ る と し 、 発 光 が 検 知 さ れ な い 場 合 は 、 存

在 し て い な い と す る こ と が で き る 。 尚 、 発 光 箇 所 の 数 か ら 手 術 具 の 数 も 検 出 で き る 。 ま た

、 手 術 後 、 外 部 に 取 り 出 さ れ た 手 術 具 を こ の 装 置 で 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ を 検 出 す

れ ば 、 そ の 数 か ら 外 部 に 取 り 出 さ れ た 手 術 具 の 数 を 検 出 で き て 、 手 術 前 の 数 と 比 較 す る こ

と が で き る 。 そ の 他 、 発 光 体 の 形 状 （ ○ や 三 角 、 星 印 な ど ） や 、 バ ー コ ー ド の よ う に 適 当

な 間 隔 の 模 様 に す れ ば 、 手 術 具 の 個 々 を 識 別 す る Ｉ Ｄ と す る こ と も で き る 。

尚 、 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具 １ ２ ０ を 構 成 す る 取 付 け 具 は 、 第 一 の 近 赤 外 線 （ λ １ ） 、 第 二

の 近 赤 外 線 （ λ ２ ） と も を 透 過 す る こ と が 望 ま し い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ８ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に よ る 手 術 具 に 付 け る マ ー カ ー 付 設 具 を 使 用 し た 手 術 具 の 体 内 残 置 検

出 装 置 は 、 手 術 後 縫 合 す る 前 に 手 術 台 上 で 簡 単 に 手 術 具 の 残 置 を 検 出 で き る の で 、 産 業 上

利 用 し て 極 め て 好 都 合 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

１ １ ０ 　 手 術 具

１ ２ ０ 　 蛍 光 体 マ ー カ ー 付 設 具

１ ２ １ 、 ４ ０ ２ 　 蛍 光 体

１ ２ ２ 　 取 付 具

１ ３ ０ 　 励 起 参 照 光 源

１ ４ ０ 　 カ メ ラ

１ ４ １ 　 フ ィ ル タ

１ ４ ２ 　 画 像 メ モ リ

１ ５ ０ 、 １ ５ ０ Ａ 　 画 像 モ ニ タ

１ ５ ０ Ｂ 　 外 部 画 像 モ ニ タ

10

20

30

40

50



(6) JP  6644254  B2  2020.2.12

１ ６ ０ 　 制 御 器

１ ７ ０ Ａ 　 筐 体

１ ７ ０ Ｂ 　 握 り 部

１ ８ ０ Ａ 、 １ ８ ０ Ｂ 　 通 信 機

２ ０ ０ 　 操 作 ス イ ッ チ

２ １ ０ 　 ス ピ ー カ

３ ０ １ 　 鉗 子

３ ０ ２ 　 ガ ー ゼ

４ ０ １ 　 保 護 膜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 以 上 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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